
Sun Server X3-2 (旧 Sun Fire X4170 M3)
Oracle Solarisオペレーティングシステムインストールガ
イド

Part No: E35481–01
2012年 9月



Copyright © 2012 , Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されて
います。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分
も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェア
のリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラク
ル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセ
ンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS.Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or
documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and
agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system,
integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the
programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアも
しくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション (人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発さ
れていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装
置、バックアップ、冗長性 (redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険
が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

Oracleおよび JavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべての SPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.
の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIX
は、The Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情
報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる
保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あ
るいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

121004@25097



目次

このドキュメントの使用法 ..............................................................................................................5
最新のソフトウェアとファームウェアの入手 ...................................................................5
このドキュメントについて ......................................................................................................6
関連ドキュメント ........................................................................................................................6
フィードバック ............................................................................................................................6
サポートとアクセシビリティー ..............................................................................................7

Oracle Solarisオペレーティングシステムのインストールについて ....................................9
関連情報 .........................................................................................................................................9
Oracle Solaris OSインストールタスクマップ .................................................................... 10
サポートされているオペレーティングシステム ............................................................ 11
コンソール表示オプションの選択 ...................................................................................... 11
ブートメディアオプションの選択 ...................................................................................... 14
インストール先オプションの選択 ...................................................................................... 16
Oracle Solaris OSインストールオプション ......................................................................... 17

オペレーティングシステムのインストールの準備 ............................................................... 19
BIOSの出荷時デフォルトの確認 ......................................................................................... 19
RAIDの構成 ................................................................................................................................ 23

Oracle Solarisオペレーティングシステムのインストール ................................................... 25
関連情報 ...................................................................................................................................... 25
準備作業 ...................................................................................................................................... 25
メディアを使用したOracle Solaris 10またはOracle Solaris 11オペレーティングシス
テムの単一システムへのインストール ............................................................................. 26

サーバーファームウェアとソフトウェアの入手 ................................................................... 35
ファームウェアとソフトウェアのアップデート ............................................................ 35
ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション .......................................... 36
入手可能なソフトウェアリリースパッケージ ................................................................ 36
ファームウェアとソフトウェアへのアクセス ................................................................ 38
更新のインストール ................................................................................................................. 42

3



索引 ........................................................................................................................................................45

目次

Sun Server X3-2 (旧 Sun Fire X4170 M3) • 2012年 9月4



このドキュメントの使用法

このインストールガイドでは、Oracle Solarisオペレーティングシステムのインス
トール手順と、Oracleの Sun Server X3-2を構成可能かつ使用可能な状態にするための
ソフトウェアの初期構成に関する手順について説明します。

注 – Sun Server X3-2は以前は Sun Fire X4170 M3サーバーという名前でした。この旧名
がまだソフトウェアに表示されている場合があります。新しい製品名は、システム
機能の変更を示すものではありません。

このドキュメントは、技術者、システム管理者、承認サービスプロバイダ (ASP)、お
よびオペレーティングシステムのインストールについての経験を持つユーザーを対
象としています。

このセクションでは、最新のソフトウェアとファームウェア、ドキュメントと
フィードバック、およびサポートとアクセシビリティー情報の入手方法を説明しま
す。

■ 5ページの「最新のソフトウェアとファームウェアの入手」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 6ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「フィードバック」
■ 7ページの「サポートとアクセシビリティー」

最新のソフトウェアとファームウェアの入手
各Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシ用
のファームウェア、ドライバ、その他のハードウェア関連ソフトウェアは定期的に
更新されます。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。

■ Oracle System Assistant – Oracle x86サーバーの出荷時にインストール済みの新規オ
プションです。必要なすべてのツールとドライバが含まれており、サーバーに組
み込まれています。

■ My Oracle Support: http://support.oracle.com
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■ 物理メディアの申請

詳細は、35ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参照して
ください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。情報は (オ
ンラインヘルプと同様の)トピック単位の形式で提供されるので、章、付録、セク
ション番号はありません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDF版を生成するには、HTMLページの左上隅にある PDFボタンをク
リックします。

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracleドキュメント http://www.oracle.com/documentation

Sun Server X3-2 http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Management Pack
2.2

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp

フィードバック
次のサイトでこのドキュメントについてのフィードバックをお送りいただけます:

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

このドキュメントについて
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サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子的
なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

サポートとアクセシビリティー
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Oracle Solarisオペレーティングシステム
のインストールについて

注 –サーバーは以前は Sun Fire X4170 M3サーバーという名前でした。この旧名がまだ
ソフトウェアに表示されている場合があります。新しい製品名は、システム機能の
変更を示すものではありません。

このセクションでは、サーバーに新しいOracle Solarisオペレーティングシステム
(OS)をインストールする手順の概要を示します。

説明 リンク

Oracle Solarisオペレーティングシステムのイン
ストール手順

10ページの「Oracle Solaris OSインストールタス
クマップ」

サポートされているOracle Solarisオペ
レーティングシステム

11ページの「サポートされているオペレーティン
グシステム」

コンソール表示オプションとそれらの設定方
法について学習します。

11ページの「コンソール表示オプションの選択」

ブートメディアオプションとそれらの設定方
法について学習します。

14ページの「ブートメディアオプションの選択」

インストール先オプションとそれらの設定方
法について学習します。

16ページの「インストール先オプションの選択」

OSのインストールオプション 17ページの「Oracle Solaris OSインストールオプ
ション」

関連情報
■ 25ページの「Oracle Solarisオペレーティングシステムのインストール」
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Oracle Solaris OSインストールタスクマップ
次の手順では、新規インストールでOracle Solaris OSをインストールするためのス
テップについて説明します。

手順 説明 リンク

1. サーバーハードウェアを設置し、Oracle
ILOMサービスプロセッサを構成します。

■ 『設置』、「サーバーのラックへの設置」
■ 『設置』、「サーバーの配線」
■ 『設置』、「Oracle ILOMへの接続」

2. Oracle Solarisインストールメディアを入手し
ます。

インストールメディアは、次の場所でダウンロードまたは注文
できます:
■ http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris10/downloads/

index.html

■ http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/downloads/

index.html

3. 『プロダクトノート』を確認します。 『Sun Server X3-2プロダクトノート』: http://www.oracle.com/
pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2

4. インストールの実行時に使用するコン
ソール、メディア、インストール先を設定し
ます。

■ 11ページの「コンソール表示オプションの選択」
■ 14ページの「ブートメディアオプションの選択」
■ 16ページの「インストール先オプションの選択」

5. OSの新規インストール時の BIOS設定を確認
します。

19ページの「BIOSの出荷時デフォルトの確認」

6. Oracle Solaris OSをインストールします。 26ページの「メディアを使用したOracle Solaris 10またはOracle
Solaris 11オペレーティングシステムの単一システムへのインス
トール」

7. インストール後のタスクを適宜実行します。 34ページの「Oracle Solarisインストール後のタスク」

Oracle Solaris OSの追加ドキュメントは、次のURLで入手できます:

■ Oracle Solaris 10 8/11: http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/index.html
■ Oracle Solaris 11: http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/index.html

関連情報
■ 19ページの「オペレーティングシステムのインストールの準備」

Oracle Solaris OSインストールタスクマップ
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サポートされているオペレーティングシステム
サーバーでは、次のOracle Solarisオペレーティングシステムソフトウェアがサ
ポートされます。

Oracle Solaris OS 版

Oracle Solaris リリース 10 8/11

Oracle Solaris リリース 11 11/11 (SRU 2以降が必須)

注 –サーバーにOracle Solaris 11 11/11をインストールする前に、Oracle Solarisに
Support Repository Update (SRU) 2以降を組み込むようアップデートする必要がありま
す。Oracle Solaris 11 11/11に SRUを追加する方法については、http://

www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/documentation/index.htmlを参照してくださ
い。

サーバーの注文時にOracle Solarisオペレーティングシステム (OS)のプリインス
トール版の事前インストールを要求した場合は、工場出荷時に、SRU 2組み込み済み
のOracle Solaris 11 11/11がプリインストールされています。サーバーにすでにインス
トールされているOracle Solarisオペレーティングシステムを使用したくない場合
は、Oracle Solaris 11 11/11を新規インストールできます。

さらに、サポートされているその他のオペレーティングシステムや仮想マシンを
サーバーにインストールすることもできます。サーバーでサポートされているオペ
レーティングシステムの完全な一覧については、最新バージョンの『Sun Server X3-2
プロダクトノート』(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2)を
参照して更新情報を確認してください。

関連情報
■ 25ページの「Oracle Solarisオペレーティングシステムのインストール」

コンソール表示オプションの選択
このセクションでは、インストールを実行するためのコンソールへの接続オプ
ションについて説明します。

■ 12ページの「コンソール表示オプション」
■ 12ページの「ローカルコンソールを設定する」
■ 13ページの「リモートコンソールを設定する」

コンソール表示オプションの選択
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コンソール表示オプション
ローカルコンソールをサーバーのサービスプロセッサ (SP)に直接接続することによ
り、OSのインストールやサーバーの管理を実行できます。サーバーでは、2種類の
ローカルコンソールをサポートしています。

■ シリアル管理ポート (SER MGT)に接続された端末
端末を、ポートに直接接続することも、ポートに直接接続した端末エミュレータ
に接続することもできます。

■ ビデオポート (VGA)と 2つの背面USBコネクタに直接接続したVGAモニ
ター、USBキーボード、およびUSBマウス

サーバー SPへのネットワーク接続を確立することにより、リモートコンソールから
OSのインストールやサーバーの管理を行うこともできます。2種類のリモートコン
ソールがあります。

■ Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用したWebベースのクラ
イアント接続

■ ネットワーク管理ポート (NET MGT)への SSHクライアント接続

▼ ローカルコンソールを設定する
ローカルコンソールに接続するには、次のいずれかを行います。

■ 直接または端末エミュレータを介して、シリアル管理ポート (SER MGT)に端末を
接続します。

■ VGAモニター、キーボード、マウスをビデオポート (VGA)とUSBポートに接続
します。

シリアル管理ポート (SER MGT)接続の場合のみ、ホストシリアルポートへの接続を確
立するには:

a. Oracle ILOMのユーザー名およびパスワードを入力します。

b. Oracle ILOMプロンプトで、次を入力します。
-> start /HOST/console

シリアル管理ポート出力は、Linuxホストシリアルローカルコンソールに自動的に
ルーティングされます。

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

1
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▼ リモートコンソールを設定する
サーバー SPの IPアドレスを表示または設定します。
コマンド行インタフェースまたはWebインタフェースを使用してOracle ILOMにリ
モートからログインするには、サーバー SPの IPアドレスが必要です。サーバーの IP
アドレスの確認方法については、『設置』の「サーバー SPの IPアドレスの確認」を
参照してください。

Webベースのクライアント接続を使用している場合は、以下の手順を実行しま
す。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. Webブラウザで、サーバー SPの IPアドレスを入力します。

b. Oracle ILOM Webインタフェースにログインします。

c. Oracle ILOMリモートコンソールを起動して、ビデオ出力をサーバーからWebクラ
イアントにリダイレクトします。

d. 必要に応じて、「Devices」メニューでデバイスのリダイレクト (マウ
ス、キーボードなど)を有効にします。

SSHクライアント接続を使用している場合は、次の手順を実行します。

a. シリアルコンソールから、サーバー SPへの SSH接続を確立します (ssh
root@hostname。ここでは、hostnameはサーバー SPのDNS名または IPアドレス)。

b. Oracle ILOMにログインします。

c. 次を入力して、シリアル出力をサーバーから SSHクライアントにリダイレクトし
ます:
-> start /HOST/console

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

1

2
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ブートメディアオプションの選択
オペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカルまたはリ
モートのインストールメディアソースからブートします。このセクションでは、各
ソースについて、サポートされているメディアソースとセットアップ要件を明示し
ます。

■ 14ページの「ブートメディアオプションの要件」
■ 14ページの「ローカルブートメディアオプションを設定する」
■ 15ページの「リモートブートメディアオプションを設定する」

ブートメディアオプションの要件
このセクションでは、ローカルおよびリモートメディアを使用するための要件につ
いて説明します。

■ 14ページの「ローカルブートメディアの要件」
■ 14ページの「リモートブートメディアの要件」

ローカルブートメディアの要件

ローカルブートメディアには、サーバー上の組み込み型ストレージデバイスまたは
サーバーに接続された外付けのストレージデバイスが必要です。

リモートブートメディアの要件

ネットワークインストールは、リダイレクトされたブートストレージデバイス
か、Pre-boot eXecution Environment (PXE)を使用してネットワーク上にOSイメージを
エクスポートする別のネットワークシステムから開始できます。

サポートされているOSのリモートブートメディアソースには、次のものがありま
す。

■ DVD-ROMインストールメディア
■ DVD-ROM ISOインストールイメージメディア
■ PXE boot – Oracle Solaris 11は PXEブートをサポートしています。ただし、いった
ん PXEブートが開始されると、Oracle Solaris 11のインストールはAutomated
Installation (AI)インストーラを使用して実行されます。

▼ ローカルブートメディアオプションを設定する
ローカルブートメディアを設定するには、次のいずれかのオプションを使用し
て、Oracle Solaris OSインストールメディアが格納されているストレージデバイスを
サーバーに装着する必要があります。

ブートメディアオプションの選択
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サーバーにオプションのDVDドライブが装備されている場合は、サーバー前面の
DVDドライブにOracle Solaris OSインストールDVDを挿入します。そうでない場合
は、次の手順に進みます。

サーバーにDVDドライブがない場合は、サーバー前面または背面の外部USBポート
の 1つに、Oracle Solaris OSインストールメディアが格納されたUSBフラッシュドライ
ブを装着します。

注 –サーバーの外部USBポートの場所については、『設置』の「サーバーの機能とコ
ンポーネント」を参照してください。

▼ リモートブートメディアオプションを設定する
リモートの場所にあるメディアからOSをインストールするには、次のステップを実
行します。

リモートストレージデバイスからブートメディアをリダイレクトするには、以下の
手順を実行します。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. OSブートメディアをマウントまたは認識させてアクセスできるようにしま
す。例:

■ DVD-ROMの場合は、リモートシステム上の内蔵または外付けのDVD-ROM
ドライブにメディアを挿入します。

■ DVD-ROM ISOイメージの場合は、ISOイメージがネットワーク共有された場
所で利用できることを確認します。

b. サーバーOracle ILOM SPへのWebベースのクライアント接続を確立し、Oracle ILOM
リモートコンソールアプリケーションを起動します。

詳細は、11ページの「コンソール表示オプションの選択」に示すWebベースの
クライアント接続に関するセットアップ要件を参照してください。

c. Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションの「Devices」メニューで、次の
ようなブートメディアの場所を指定します:

■ DVD-ROMブートメディアの場合は、「CD-ROM」を選択します。
■ DVD-ROM ISOイメージブートメディアの場合は、「CD-ROM Image」を選択
します。

PXEを使用してインストールを実行する手順については、次のOracle Solarisのインス
トールドキュメントを参照してください。

1

2

1

2

ブートメディアオプションの要件
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■ Oracle Solaris 10 OSの場合、http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/index.html

の『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネットワークインストール)』を参
照してください。

■ Oracle Solaris 11 OSの場合は、http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/index.html

の『カスタムOracle Solaris 11インストールイメージの作成』を参照してくださ
い。

インストール先オプションの選択
このセクションでは、インストール先の設定方法を説明します。

■ 16ページの「インストール先のオプション」
■ 16ページの「ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)をインストール先
として設定する」

■ 17ページの「インストール先としてファイバチャネル Storage Area Networkデバ
イスを設定する」

インストール先のオプション
組み込み型Oracle System Assistant USBフラッシュドライブ (Oracle System Assistant用
に予約されています)を例外として、サーバーに取り付けられている任意のスト
レージドライブにオペレーティングシステムをインストールできます。これらには
ハードディスクドライブ (HDD)と半導体ドライブ (SSD)があります。

ファイバチャネル PCIeホストバスアダプタ (HBA)を備えたサーバーでは、オペ
レーティングシステムを外付けの FCストレージデバイスにインストールすることも
選択できます。

▼ ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)を
インストール先として設定する

HDDまたは SSDが正しく取り付けられ、電源が入っていることを確認します。

HDDまたは SSDの取り付けおよび電源投入方法の詳細は、『サービス』、「スト
レージドライブの保守 (CRU)」を参照してください。

●

インストール先オプションの選択

Sun Server X3-2 (旧 Sun Fire X4170 M3) • 2012年 9月16

http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/index.html


▼ インストール先としてファイバチャネル Storage
Area Networkデバイスを設定する

PCIeホストバスアダプタ (HBA)がサーバーに正しく取り付けられていることを確認し
ます。

PCIe HBAオプションの設置方法については、『サービス』の「PCIeカードの保守
(CRU)」を参照してください。

Storage Area Network (SAN)をインストールおよび構成して、サーバーホストでスト
レージデバイスが認識されるようにします。

手順については、ファイバチャネルHBA付属のドキュメントを参照してください。

Oracle Solaris OSインストールオプション
OSは、単一のサーバーまたは複数のサーバーにインストールするよう選択できま
す。このドキュメントの適用範囲は、単一のサーバーでのOSのインストールで
す。次の表に、2つのインストールオプションに関する情報を示します。

オプション 説明

複数のサーバー Oracle Enterprise Manager Ops Centerを使用する
と、1つのOSを複数のサーバーにインストール
できます。詳細は、http://www.oracle.com/

us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、単一の
サーバーにOSをインストールします。
■ ローカル: OSのインストールは、サーバーで
ローカルに実行されます。このオプション
は、物理的にラックにサーバーを設置し終え
たばかりのときにお勧めします。

■ リモート: OSのインストールはリモートの場
所から実行されます。Oracle ILOM Remote
Consoleアプリケーションを使用すると、OS
を手動でインストールできます。

サーバー 1台構成のOSインストール方法についての詳細は、次を参照してください:

■ 18ページの「サーバー 1台構成のインストール方法」

1

2
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サーバー 1台構成のインストール方法

Oracle Solarisインストールメディアの提供方法を選択します。次の情報を使用し
て、ローカルかリモートのどちらのOSのインストールがニーズにもっとも適してい
るかを判断します。

メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでのCD/DVDドライブの使用 –
サーバーに接続した物理CD/DVDドライブを
使用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USB DVD
ドライブ、およびOracle Solaris配布メ
ディア。ローカルインストールの場合は、ローカ
ルのDVDドライブまたはサーバーに直接装着さ
れたUSBフラッシュドライブを使用してインス
トールメディアを配布します。

CD/DVDドライブまたはDVD/ISOイメージを
使用したリモートインストール–Oracle ILOM
リモートコンソールアプリケーションを実行
しているリモートシステム上のリダイレクト
された物理CD/DVDドライブを使用します。

ブラウザを実行しているリモートシステム、物理
CD/DVDドライブが接続されていること、Oracle
Solaris配布メディア、サーバーの管理ポートに対
するネットワークアクセス。リモートインス
トールの場合は、リモートのDVD、USBフ
ラッシュドライブ、またはDVDイメージを使用
してインストールメディアを配布します。

Oracle Solaris OSインストールオプション
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オペレーティングシステムのインス
トールの準備

このセクションでは、オペレーティングシステムをインストールできるように
サーバーを準備する方法について説明します。

説明 リンク

サーバーの BIOS設定を確認し、出荷時のデ
フォルトに設定します。

19ページの「BIOSの出荷時デフォルトの確認」

サーバーのRAIDセットアップを構成します。 23ページの「RAIDの構成」

▼ BIOSの出荷時デフォルトの確認

注 –新しく設置されたサーバーにはじめてオペレーティングシステムをインストール
する場合、BIOSはおそらくデフォルト設定に構成されているため、この手順を実行
する必要はありません。

システム BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware
Interface)の両方のモードをサポートしています。デフォルトの設定はレガシー BIOS
です。

注 – Oracle Solaris 11 11/11およびOracle Solaris 10 8/11ではUEFIはサポートされていま
せん。そのため、Oracle Solarisオペレーティングシステムをインストールする前
に、BIOSの「Boot」メニューの「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドが「Legacy」(デ
フォルト設定)に設定されていることを確認する必要があります。

BIOS設定ユーティリティーでは、最適なデフォルト値を設定できます。また、BIOS
の設定を必要に応じて表示および編集することもできます。BIOS設定ユーティリ
ティー (F2キー)で変更した設定はすべて、次回に設定変更するまで常時使用されま
す。

F2キーを使用してシステムの BIOS設定を表示または編集できるほか、BIOSの起動
中に F8キーを使用することで、一時ブートデバイスを指定できます。F8キーを使用
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して一時ブートデバイスを設定した場合、この変更は現在のシステムブートのみで
有効です。一時ブートデバイスでブートしたあとは、F2キーで指定した常時ブート
デバイスが有効になります。

次の要件が満たされていることを確認します。

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard Disk Drive、HDD)または半導体ドライ
ブ (Solid State Drive、SSD)が搭載されている。

■ HDDまたは SDDがサーバーに適切に設置されている。詳細な手順について
は、『サービス』、「ストレージドライブの保守 (CRU)」を参照してください。

■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は、11ページの「コン
ソール表示オプションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーでは、サーバーの前面にある電源ボタンを押して (約 1秒)
サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバーの電源を入れま
す。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を
選択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SP上のOracle ILOM CLIでは、「reset /System」と入力します。

BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。

しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

始める前に

1

2
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出荷時のデフォルト値に設定するために、次を実行します。

a. F9を押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。

メッセージが表示され、「OK」を選択してこの操作を続けるか、「CANCEL」を選
択してこの操作を取り消すよう指示されます。

b. メッセージで「OK」を強調表示して、Enterを押します。

BIOS設定ユーティリティー画面が表示され、システム時間の欄の最初の値で
カーソルが強調表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで次の手順を実行して、システム時間またはシステム日
付に関係する値を編集します。

a. 変更する値を強調表示します。

上下の矢印キーを使用して、システムの時間と日付の選択を変更します。

b. 強調表示された欄の値を変更するには、次のキーを使用します。

■ プラス (+)を押すと、表示されている現在の値が増加します

■ マイナス (-)を使用すると、現在表示されている値が減少します

■ Enterを押すと、カーソルが次の値の欄に移動します

3

4

オペレーティングシステムのインストールの準備
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ブート設定にアクセスするには、「Boot」メニューを選択します。
「Boot」メニューが表示されます。

「Boot」メニューで、「UEFI/Boot Mode」が「Legacy」に設定されていることを確認
します。

「UEFI/Boot Mode」が「UEFI」に設定されている場合は、上/下矢印キーを使用し
て「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択して、+/-キーを使用して設定
を「Legacy」に変更します。

注 – Oracle Solaris 11 11/11またはOracle Solaris 10 8/11のいずれかをインストールする
際には、「UEFI/Boot Mode」を「Legacy」に設定する必要があります。

「Boot」メニューで、下矢印キーを使用して「Legacy Boot Option Priority」を選択
し、Enterを押します。
「Boot Device Priority」メニューが表示され、認識されているブートデバイスの優先
順位が示されます。リストの先頭のデバイスが、ブートの優先度がもっとも高いデ
バイスです。

「Boot Device Priority」メニューで次の手順を実行して、リストの最初のブートデバ
イスエントリを編集します。

a. 上下矢印キーを使用してリストの先頭のデバイスを選択し、Enterを押します。

5

6

7

8

オペレーティングシステムのインストールの準備

Sun Server X3-2 (旧 Sun Fire X4170 M3) • 2012年 9月22



b. 「Options」メニューで、上下矢印キーを使用してデフォルトの常時ブートデバイ
スを選択し、Enterを押します。

注 –変更する各デバイス項目に対して手順 8aおよび 8bを繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスのブート順を変更できます。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。
または、「Save & Exit」メニューで「Save Changes and Reset」を選択することで、変
更内容を保存し、BIOS設定ユーティリティーを終了することもできます。変更を保
存して設定を終了することを確認するメッセージが表示されます。メッセージダイ
アログで「OK」を選択して、Enterを押します。

注 – Oracle ILOMリモートコンソールを使用している場合、F10はローカルOSにト
ラップされます。このため、リモートコンソールアプリケーションの上部にあ
る「Keyboard」ドロップダウンメニューから「F10」オプションを使用する必要があ
ります。

RAIDの構成
RAIDボリュームにOracle Solaris OSをインストールする場合は、Oracle Solaris OSの
インストールプロセスを開始する前にRAIDボリュームを構成しておく必要がありま
す。RAIDの構成の詳細については、『設置』、「RAIDの構成」を参照してくださ
い。

関連情報
■ 『管理』、「RAIDの構成」

9
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Oracle Solarisオペレーティングシステム
のインストール

このセクションでは、Oracle Solarisオペレーティングシステムをサーバーにインス
トールする方法について説明します。

説明 リンク

プリインストール要件 25ページの「準備作業」

メディアを使用したOracle Solarisのインス
トール

26ページの「メディアを使用したOracle Solaris 10
またはOracle Solaris 11オペレーティングシステム
の単一システムへのインストール」

関連情報
■ 9ページの「Oracle Solarisオペレーティングシステムのインストールについて」
■ 19ページの「BIOSの出荷時デフォルトの確認」
■ 23ページの「RAIDの構成」

準備作業
次の要件が満たされていることを確認します。

■ サーバーのストレージドライブでRAID (Redundant Array of Independent Disks)を構
成する場合は、オペレーティングシステムをインストールする前に行う必要があ
ります。RAIDの構成の詳細については、『設置』、「RAIDの構成」を参照して
ください。

注 –サーバーに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBA (SGX-SAS6-R-INT-Z)が装
備されている場合、オペレーティングシステムをインストールする前に、RAID
ボリュームを作成し、それをブート可能に設定する必要があります。そうしない
と、HBAはサーバーのストレージドライブを識別できません。

■ コンソール用ディスプレイオプションは、インストールの実行前に選択および設
定するようにしてください。このオプションおよびセットアップ手順について
は、11ページの「コンソール表示オプションの選択」を参照してください。
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■ ブートメディアオプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションおよびセットアップ手順については、14ページ
の「ブートメディアオプションの選択」を参照してください。

■ このインストール手順を開始する前に、インストール先オプションとして使用す
るストレージドライブを決定し設定しておく必要があります。インストール先ス
トレージドライブおよびセットアップ手順については、16ページの「インス
トール先オプションの選択」を参照してください。

■ BIOS設定がデフォルトに設定されていることを確認します。BIOS設定を検証
し、必要に応じて設定する方法については、19ページの「BIOSの出荷時デ
フォルトの確認」を参照してください。

■ ローカルインストールを実行する場合は、Oracle Solarisインストールメディアを
手元に用意して、プロンプトが表示されたら、接続された物理CD/DVD-ROMド
ライブにメディアを挿入できるようにしておきます。

■ リモートインストールを実行する場合は、Oracle ILOMリモートコンソールシス
テムのCD/DVD-ROMドライブにOracle Solarisインストールメディアを挿入しま
す。Oracle ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メ
ニューで「CD-ROM」を選択していることを確認します。

■ Oracle Solarisイメージを使用する場合は、Oracle ILOMリモートコンソールシステ
ムからOracle Solaris ISOイメージにアクセスできることを確認します。Oracle
ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM
Image」を選択していることを確認します。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステムのドキュメントを用意し、この章で説明
する手順と一緒に使用するようにしてください。Oracle Solaris OSのドキュメン
トは次にあります。
■ Oracle Solaris 10のドキュメント: http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/

index.html

■ Oracle Solaris 11のドキュメント: http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/
index.html

メディアを使用したOracle Solaris 10またはOracle Solaris
11オペレーティングシステムの単一システムへのインス
トール

注 – Oracle System Assistantは、Oracle Solaris OSのインストールをサポートしていませ
ん。

次のトピックには、Oracle Solaris 10または 11 OSをインストールするためのガイドラ
インが記載されています。

メディアを使用したOracle Solaris 10またはOracle Solaris 11オペレーティングシステムの単一システムへのインストール
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■ 27ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用したOracle Solaris
10またはOracle Solaris 11のインストール」

■ 30ページの「PXEネットワークブートを使用したOracle Solaris 10またはOracle
Solaris 11のインストール」

■ 34ページの「Oracle Solarisインストール後のタスク」

関連情報
■ 9ページの「Oracle Solarisオペレーティングシステムのインストールについて」

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
したOracle Solaris 10またはOracle Solaris 11のイン
ストール
次の手順では、ローカルメディアまたはリモートメディアからOracle Solaris 10また
は 11オペレーティングシステムのインストールをブートする方法を説明します。こ
の手順では、次のいずれかのソースからインストールメディアをブートすることを
前提にしています。

■ Oracle Solaris 10 8/11、Oracle Solaris 11 11/11 (SRU 2以降が必須)、または以降のリ
リースのDVDセット (内蔵または外付けのDVD)

■ Oracle Solaris 10 8/11、Oracle Solaris 11 11/11 (SRU 2以降が必須)、または以降のリ
リースの ISO DVDイメージ (ネットワークリポジトリ)

注 –サーバーにOracle Solaris 11 11/11をインストールする前に、Oracle Solarisに
Support Repository Update (SRU) 2以降を組み込むようアップデートする必要があ
ります。Oracle Solaris 11 11/11に SRUを追加する方法については、http://

www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/documentation/index.htmlを参照してく
ださい。

注 – PXE環境からインストールメディアをブートする場合は、30ページの「PXE
ネットワークブートを使用したOracle Solaris 10またはOracle Solaris 11のインス
トール」で手順を確認してください。

インストールメディアがブート可能であることを確認します。

■ 配布DVDの場合。ローカルまたはリモートのDVDドライブにOracle Solaris 10また
はOracle Solaris 11 DVDを挿入します。

1
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■ ISOイメージを使用する場合。ISOイメージが使用可能であることと、Oracle ILOM
リモートコンソールアプリケーションでブートディスクイメージが選択されてい
ることを確認します。

インストールメディアを設定する方法の詳細については、14ページの「ブートメ
ディアオプションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーでは、サーバーの前面にある電源ボタンを押して (約 1秒)
サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバーの電源を入れま
す。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を
選択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。表
示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。

2
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BIOS画面で F8キーを押して、Oracle Solaris OSインストール用の一時ブートデバイス
を指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。

「Boot Device」メニューで、最初の (一時)ブートデバイスとして外付けまたは仮想
DVDデバイスを選択して、Enterキーを押します。

手順 3に示す「Boot Device」メニューの例では、ブートデバイスとして仮想DVDデ
バイスが指定されています。

注 – Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用して、リダイレクトさ
れたDVDからOracle Solarisのインストールを実行する場合は、「AMI Virtual

CDROM」を選択します。この項目は、リダイレクトされたDVDからインストールを
実行するときに、「Boot Device」メニューのオプションとして表示されます。

「GRUB」メニューが表示されます。

画面に表示されるプロンプトに従ってOracle Solarisのインストールを完了します。

Oracle Solaris 10またはOracle Solaris 11のインストールを完了する手順について
は、Oracle Solarisのインストールドキュメントを参照してください。

■ Oracle Solaris 10 8/11の場合は、http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/index.html

にあるインストールガイドを参照してください。
■ Oracle Solaris 11の場合は、http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/index.htmlにあ
るインストールガイドを参照してください。

関連情報
■ 30ページの「PXEネットワークブートを使用したOracle Solaris 10またはOracle

Solaris 11のインストール」

3

4

5
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▼ PXEネットワークブートを使用したOracle Solaris
10またはOracle Solaris 11のインストール
次の手順では、PXEネットワーク環境からOracle Solaris 10または 11オペレーティン
グシステムをインストールする方法について説明します。

注 – Oracle Solaris 10またはOracle Solaris 11では、JumpStartを使用することで、複数の
サーバーにはじめてOracle Solarisオペレーティングシステムを設定する際の一部ま
たはほとんどの手動タスクを省くことができます。JumpStartイメージの使用方法に
ついては、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』を参照してください。

Oracle Solaris 10またはOracle Solaris 11 PXEブートインストールを開始するには、次
の要件を満たしている必要があります。

■ PXEを使用してネットワーク経由でインストールメディアをブートするには、次
のタスクを完了しておくようにしてください:
■ Oracle Solaris 10の場合は、PXE/boot JumpStartインストールサーバーが正しく
セットアップされており、ネットワーク上のサーバーにアクセスできることを
確認します。

■ Oracle Solaris 11の場合は、Automated Installation (AI)イメージインストール
サーバーがセットアップされており、ネットワーク経由でサーバーにアクセス
できることを確認します。

注 –複数のDHCPサーバーが存在するサブネットを経由した場合、PXEネット
ワークブートは正常に機能しません。このため、インストール対象のクライアン
トシステムを含むサブネットでは、ただ 1つのDHCPサーバーを設定する必要が
あります。

■ Oracle Solaris 10またはOracle Solaris 11の PXEブート用インストールメディアが入
手できることを確認します。詳細は、次のいずれかのドキュメントを参照してく
ださい:

Oracle Solaris 10 8/11の場合は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(ネットワークインストール)』 (http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/
index.html)の「ネットワーク経由のインストールの計画」を参照してください。

Oracle Solaris 11の場合は、次の場所にある『カスタムOracle Solaris 11インス
トールイメージの作成』を参照してください: http://docs.oracle.com/cd/
E23824_01/index.html

始める前に

関連情報
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■ Automated Installationインストールサーバーが、システムによる PXEブートの
ブート元ネットワークインタフェースのMACアドレスを持つことを確認しま
す。たとえば、NET0から PXEブートする場合は、ルートとしてOracle ILOM SP
にログインして、次のように入力することでMACアドレスを取得できます。

-> show /SYS/MB/NET0 fru_macaddress

/SYS/MB/NET0

Properties:

fru_macaddress = 00:21:28:e7:77:24

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーでは、サーバーの前面にある電源ボタンを押して (約 1秒)
サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバーの電源を入れま
す。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を
選択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SP上のOracle ILOM CLIでは、「reset /System」と入力します。

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。表
示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。

PXEブートが有効になっていることを確認するために、次の手順を実行します:

注 – PXEブートはデフォルトで有効になっていますが、この手順では万一無効に
なっている場合に備えて、PXEブートが有効になっていることを確認します。PXE
ブートが有効になっていることを確認したら、以降の PXEブートではこの手順を省
略できます。

1

2
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a. F2キーを押して、BIOS設定ユーティリティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

b. 上部のメニューバーで「Advanced」を選択します。

c. 「Launch PXE OpROM」の設定を「Enabled」にします。

d. 変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10キーを押しま
す。

これにより、サーバーがリセットされます。リセット後、再度、BIOS画面が表示さ
れます。

関連情報
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BIOS画面で、F8キーを押して一時ブートデバイスを指定するか、F12キーを押して
ネットワークブート (PXE)を指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。

「Boot Device」メニューで、適切なPXEブートポートを選択して、Enterキーを押し
ます。

PXEブートポートは、ネットワークインストールサーバーと通信するように構成さ
れた物理ネットワークポートです。上の画面では、NET0ポートが選択されていま
す。

「GRUB」メニューが表示されます。

画面に表示されるプロンプトに従ってPXEインストールを完了します。

PXEインストールを完了する手順については、次のドキュメントを参照してくださ
い:

Oracle Solaris 10 8/11の場合は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネット
ワークインストール)』 (http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/index.html)
の「ネットワーク経由のインストールの計画」を参照してください。

Oracle Solaris 11 11/11の場合は、次の場所にある『カスタムOracle Solaris 11インス
トールイメージの作成』を参照してください: http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/
index.html

セクション34ページの「Oracle Solarisインストール後のタスク」に進んで、Oracle
Solarisインストール後のタスクを実行します。

関連情報
■ 27ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用したOracle Solaris

10またはOracle Solaris 11のインストール」

3
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Oracle Solarisインストール後のタスク
Oracle Solarisオペレーティングシステムをインストールしてリブートしたあとで、更
新が入手可能かどうかを判別する方法と更新のインストール方法に関する手順を
Oracle Solarisのドキュメントで確認してください。次のドキュメントWebサイトを
参照してください:

■ Oracle Solaris 10の場合は、次のURLを参照してください: http://
docs.oracle.com/cd/E23823_01/index.html

■ Oracle Solaris 11の場合は、次のURLを参照してください: http://
docs.oracle.com/cd/E23824_01/index.html

Oracle Solarisインストール後のタスク
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サーバーファームウェアとソフトウェア
の入手

このセクションでは、サーバーのファームウェアとソフトウェアにアクセスするた
めのオプションについて説明します。

説明 リンク

サーバーファームウェアとソフトウエアの
アップデートについて学びます。

35ページの「ファームウェアとソフトウェアの
アップデート」

ファームウェアとソフトウエアへのアクセス
オプションについて学びます。

36ページの「ファームウェアとソフトウェアへの
アクセスオプション」

使用可能なファームウェアとソフトウエア
パッケージを確認します。

36ページの「入手可能なソフトウェアリリース
パッケージ」

Oracle System Assistant、My Oracle Support、ま
たは物理メディアのリクエストによ
り、ファームウェアおよびソフトウェア
パッケージにアクセスします。

38ページの「ファームウェアとソフトウェアへの
アクセス」

ファームウェアとソフトウェアのアップ
デートをインストールします。

42ページの「更新のインストール」

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
ファームウェアとソフトウェア (サーバーのハードウェアドライバやツールなど)
は、定期的に更新されます。これらは、ソフトウェアリリースとして入手可能にな
ります。ソフトウェアリリースは、サーバー用の使用可能なファーム
ウェア、ハードウェアドライバ、ユーティリティーをすべて含んだ一連のダウン
ロード (パッチ)です。これらすべては、まとめてテスト済みです。ダウンロードに
含まれるReadMeドキュメントには、以前のソフトウェアリリースからの変更点およ
び変更されていない点について説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なり次第、更新してください。ソフトウェアリリースにはしばしばバグの修正が含
まれるため、更新により、サーバーソフトウェアと、最新のサーバーファーム
ウェアおよびほかのコンポーネントのファームウェアとソフトウェアとの互換性が
保証されます。
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ダウンロードパッケージ内のReadMeファイルには、ダウンロードパッケージ内の更
新されたファイル、および現在のリリースで修正されたバグに関する情報が含まれ
ます。プロダクトノートには、サポートされるサーバーソフトウェアのバージョン
に関する情報も含まれます。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
次のオプションのいずれかを使用して、使用しているサーバーに対応した最新の
ファームウェアとソフトウェアのセットを取得します。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、出荷時にインストール済みの
Oracle x86サーバー用オプションで、サーバーのファームウェアとソフトウェア
を簡単にダウンロードおよびインストールできます。

Oracle System Assistantの詳細については、『管理』、「Oracle System Assistantを使
用したサーバーの設定」を参照してください。

■ My Oracle Support –すべてのシステムファームおよびソフトウェアは、http://

support.oracle.comのMy Oracle Supportから入手できます。
My Oracle Support Webサイトで利用可能なサービスに関する詳細は、36ページ
の「入手可能なソフトウェアリリースパッケージ」を参照してください。

My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする方法について
は、38ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアの
ダウンロード」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) – My Oracle Supportから入手可能なダウン
ロード (パッチ)を含むDVDをリクエストできます。
詳細は、39ページの「物理メディアのリクエスト」を参照してください。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでのダウンロードは、プロダクトファミリ、製品、バージョンの順
でグループ化されます。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が含まれ
ます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。製品はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは、実際のソ
フトウェア製品リリースではなく、サーバーの更新リリースのことです。これらの
更新はソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数のダウンロード
で構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライバ、または
ユーティリティーが含まれます。

次の表に示すように、My Oracle Supportには、このサーバーファミリ向けの同じダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらも、物理メディアのリクエスト

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
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(PMR)を行なって依頼できます。Oracle System Assistantを使用しても、同じファーム
ウェアおよびソフトウェアをダウンロードできます。

パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードするタ
イミング

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – Firmware Pack

Oracle ILOM、BIOS、およびオプ
ションカードファームウェアを
含む、すべてのシステム
ファームウェア。

最新のファームウェアが必要な
とき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – OS Pack

OS Packは、サポートされるオペ
レーティングシステムの
バージョンごとに入手できま
す。各OS Packには、そのOS
バージョン用のツール、ドライ
バ、およびユーティリティーの
パッケージすべてが含まれま
す。

ソフトウェアには、Oracle
Hardware Management Packおよ
び LSI MegaRAIDソフトウェアが
含まれます。

Windows OSの場合、このOS
Packには Intel Network Teaming
and Install Packも含まれます。

OS固有のドライバ、ツール、ま
たはユーティリティーを更新す
る必要があるとき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – All Packs

Firmware Pack、すべてのOS
Pack、およびすべてのドキュメ
ントを含みます。

このパックには、Oracle VTSや
Oracle System Assistantイメージは
含まれません。

システムファームウェアとOS固
有ソフトウェアの組み合わせを
更新する必要があるとき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – Diagnostics

Oracle VTS診断イメージ。 Oracle VTS診断イメージが必要
なとき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – Oracle System
Assistant

Oracle System Assistant復旧および
ISOアップデートイメージ。

Oracle System Assistantを手動で回
復および更新する必要があると
き。

各ダウンロードは zipファイルで、ReadMeファイル、およびファームウェアやソフ
トウェアファイルを含むサブディレクトリセットが格納されています。ReadMe
ファイルには、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントおよ
び修正されたバグの詳細が記載されています。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
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ファームウェアとソフトウェアへのアクセス
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルをダウンロードまたはリクエ
ストするための手順について説明します。

Oracle System Assistantを使用して、最新のソフトウェアリリースを簡単にダウン
ロードして使用できます。詳細は、『管理』、「Oracle System Assistantを使用した
サーバーの設定」を参照してください。

更新されたファームウェアおよびソフトウェアを入手する方法は、ほかにもMy
Oracle Supportを使用する方法と、物理メディアをリクエストする方法の 2つがあり
ます。参照先:

■ 38ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアのダウ
ンロード」

■ 39ページの「物理メディアのリクエスト」

▼ My Oracle Supportを使用したファームウェアとソ
フトウェアのダウンロード

次のWebサイトに移動します。http://support.oracle.com

Sign in to My Oracle Support.

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (拡張)」をクリックします。
画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、目的の製品が表示されるまで製品名のすべてまたは一部を入力しま
す。例:サーバー。

「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

「検索」をクリックします。

ダウンロードできるパッチが一覧表示されます。

利用可能なダウンロードの説明については、36ページの「入手可能なソフトウェア
リリースパッケージ」を参照してください。
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ダウンロードするパッチを選択するには、そのパッチをクリックします (Shiftキーを
使用すると、複数のパッチを選択できます)。

アクションパネルがポップアップ表示されます。ポップアップパネルには、「計画
に追加」および「ダウンロード」オプションを含め、いくつかのアクションオプ
ションがあります。「計画に追加」オプションの詳細は、関連するドロップダウン
ボタンをクリックして、「なぜ計画を使用するのですか。」を選択してください。

パッチをダウンロードするには、ポップアップアクションパネルの「ダウン
ロード」をクリックします。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスが表示されます。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、パッチの zipファイルをク
リックします。

パッチファイルがダウンロードされます。

物理メディアのリクエスト
OracleのWebサイトからのダウンロードがプロセス許可されていない場合は、物理
メディアのリクエスト (PMR)から最新のソフトウェアリリースにアクセスできま
す。

次の表に、物理メディアをリクエストするためのハイレベルタスク、および詳細情
報の入手先のリンクを示します。

説明 リンク

リクエストに必要な情報を収集します。 39ページの「物理メディアのリクエスト用の情報
を収集する」

オンラインまたはOracleサポートに電話して
物理メディアをリクエストします。

40ページの「物理メディアのリクエスト (オンラ
イン)」

41ページの「物理メディアのリクエスト (電話)」

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します。

8

9

10

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
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■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必須パッチを入手しま
す。最新のソフトウェアリリースおよびリクエストしているダウンロード
パッケージ (パッチ)の名前を知っていると、リクエストを実行しやすくなりま
す。

■ My Oracle Supportへのアクセス権をお持ちの場合 – 38ページの「My Oracle
Supportを使用したファームウェアとソフトウェアのダウンロード」の手順に
従って、最新のソフトウェアリリースを確認し、使用可能なダウンロード
(パッチ)を表示します。パッチのリストを表示したあと、ダウンロード手順を
続行しない場合は「パッチ検索結果」ページからほかのページに移動できま
す。

■ My Oracle Supportへのアクセス権をお持ちでない場合 – 36ページの「入手可能
なソフトウェアリリースパッケージ」の情報を参照して、必要なパッケージを
確認し、それらのパッケージを申請して最新のソフトウェアリリースを入手し
ます。

■ 出荷情報を手元に用意します。リクエストの際に、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および出荷先住所を入力する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
リクエストを行う前に、39ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載された情報を収集します。

次のWebサイトへ移動します: http://support.oracle.com

My Oracle Supportにサインインします。

ページの右上の「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションに、次の情報を入力します。

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンメニューで、次を選択します。

ソフトウェアおよびOSメディアリクエスト

b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、次の内容を入力します: Sun Server

X3-2 の最新ソフトウェアリリースの PMR。

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します。

質問 回答

メディアの入手をご希望ですか。 あり

始める前に

1

2

3

4

5
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質問 回答

どちらの製品ラインのメディアをご希望で
しょうか。

Sun製品

パッチをダウンロードするためのパスワード
に関する問い合わせでしょうか。

なし

CDやDVDでパッチをご希望ですか。 あり

パッチをCDやDVDでご希望の場合、パッチ
の番号、OSとプラットフォームをお知らせく
ださい。

希望するソフトウェアリリースのダウンロードご
とに、パッチ番号を入力してください。

ご希望の製品名とバージョンをお知らせくだ
さい。

製品名: Sun Server X3-2

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号

希望されているメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システムファーム
ウェアのみをリクエストする場合は、「一般」と
入力します。

メディアに言語は必要ですか。 なし

出荷先担当者の連絡先、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および出荷先住
所の情報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「ファイルのアップロード」の「関連ファイル」画面で「次へ」をクリックしま
す。
情報を指定する必要はありません。

「関連ナレッジ」画面で、リクエストに該当するナレッジ記事を確認します。

「リクエストの送信」をクリックします。

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
リクエストを行う前に、39ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載された情報を収集します。

次のOracle Global Customer Support Contacts Directoryにある該当する番号を使用し
て、Oracleサポートに電話をかけます。
http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Server X3-2の物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに
伝えます。

6

7

8

9

10

始める前に

1

2
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41

http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html


■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

■ ソフトウェアリリースの情報にアクセスできない場合は、Sun Server X3-2の最新
のソフトウェアリリースをリクエストします。

更新のインストール
次のセクションでは、ファームウェアとソフトウェアの更新のインストールに関す
る情報を提供します。

■ 42ページの「ファームウェアのインストール」
■ 43ページの「ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

ファームウェアのインストール
更新済みのファームウェアをインストールするには、次のいずれかを使用します。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerで最新の
ファームウェアをOracleから自動的にダウンロードすることも、Enterprise
Controllerに手動でロードすることもできます。どちらの場合も、Ops Centerで
ファームウェアを 1つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシにイ
ンストールできます。

詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、最新のファームウェアをOracle
からダウンロードしてインストールできます。

詳細は、『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用して、システム内部のファームウェアを更新できま
す。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmpでOracle Hardware
Management Packドキュメントライブラリを参照してください。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースまたはコマンド行インタフェースを使用して更新可能な唯一の
ファームウェアです。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31のOracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリを参照してください。

更新のインストール
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ハードウェアドライバとOSツールのインス
トール
Oracle Hardware Management Packなどの、更新されたハードウェアドライバおよびオ
ペレーティングシステム (OS)関連のツールは、次のいずれかを使用してインス
トールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center
詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant
詳細は、『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。

■ JumpStart、KickStart、第三者のツールなどの、その他の配備機構。
詳細は、オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインストール

43
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